
富山高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 総合英語Ⅴ
科目基礎情報
科目番号 0148 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 商船学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 『海の贈り物』（南雲堂）
担当教員 楽山 進
到達目標
 海や船に関する用語が理解できること
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
海洋や船舶に関する専門用語を含
む英文を聞いたり読んだりして、
その内容を正確に理解することが
できる。

海洋や船舶に関する専門用語を含
む英文を聞いたり読んだりして、
その内容をだいたい理解すること
ができる。

海洋や船舶に関する専門用語を含
む英文を聞いたり読んだりして、
その内容をほとんど理解すること
ができない。

評価項目2
海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子を十分に相手に伝わるよ
うに話すことができる。

海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子をだいたい相手に伝わる
ように話すことができる。

海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子をほとんど相手に伝わる
ように話すことがでない。

評価項目3
海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子を十分に相手に伝わるよ
うに書くことができる。

海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子をだいたい相手に伝わる
ように書くことができる。

海洋や船舶に関する基本的な表現
を使って、自分の考えや身のまわ
りの様子をほとんど相手に伝わる
ように書くことがでない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要  船や港、貿易関係の仕事についた時にコミュニケートできる基礎的な能力を身につけるために、演習やプレゼンテーシ

ョン等を通して理解させる
授業の進め方・方法  演習形式による 海洋や船に関する書籍を読解と演習方式で学習する

注意点
・授業には必ず辞書を持参する。
・船と海に関する知識を理解していないといけない。
・毎回、小テスト（筆記、口頭発表等）を行う。
［授業改善策］学生の実現状況と要望を考慮して授業を実施する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業のガイダンス、4技能の測定
2週 Goldfish Bowls and the Pacific Ocean 問題演習、解説、口頭練習など
3週 Goldfish Bowls and the Pacific Ocean 問題演習、解説、口頭練習など
4週 Cultivated Fishing 問題演習、解説、口頭練習など
5週 Cultivated Fishing 問題演習、解説、口頭練習など
6週 The Misterious Navigational Ability of Fish 問題演習、解説、口頭練習など
7週 The Misterious Navigational Ability of Fish 問題演習、解説、口頭練習など
8週 中間試験 学習内容の定着度をチェック

2ndQ

9週 試験の返却 解説と復習

10週 How Fish Can Predict Earthquakes and Volcanic
Eruptions 問題演習、解説、口頭練習など

11週 How Fish Can Predict Earthquakes and Volcanic
Eruptions 問題演習、解説、口頭練習など

12週 Environment and Visibility 問題演習、解説、口頭練習など
13週 Environment and Visibility 問題演習、解説、口頭練習など
14週 Fish and Designs in Nature 問題演習、解説、口頭練習など
15週 期末試験 成績評価・確認
16週 まとめと復習 成績評価・確認

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 小テスト 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 30 10 10 0 0 0 50
専門的能力 30 10 10 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


